
 

 

 

 

 

１ 単元の目標と評価規準 

目標： 自分の考える和室と洋室のよさについて、書かれていることの要約を用いて紹介することができる。 

ア 知識・技能 イ 思考・判断・表現 ウ 主体的に学習に取り組む態度 

①  比較や分類の仕方

を理解している。 

① 目的を意識して、中心となる語や

文を見付けて要約している。 

① すすんで文章を要約し、学習の見通

しをもって、まとめたことを伝え合おうと

している。 

 

２ 教材について 

本教材は、暮らしの中の「住」における「和」と「洋」の違いやそれぞれのよさを、「過ごし方」と「使い方」という

２つの観点に沿って対比しながら説明した文章である。そのため、比較を通して、どのような場面で、和室、洋室

のそれぞれのよさを生かせるか、自分の生活と結び付けながら考えることができるようになっている。 
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提
示 

「
衣
」
や
「
食
」
に
つ
い
て
も
、
く
ら
し
の
中
で
「
和
」
と
「
洋
」
そ
れ
ぞ
れ
の
よ
さ
が
ど
の
よ

う
に
生
か
さ
れ
て
い
る
か
、考
え
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。 

こ
の
よ
う
に
、
和
室
と
洋
室
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
よ
さ
が
あ
り
、
わ
た
し
た
ち
は
、
両
方
の
よ

さ
を
取
り
入
れ
て
く
ら
し
て
い
る
。 

こ
れ
に
対
し
て
、
和
室
は
、
一
つ
の
部
屋
を
い
ろ
い
ろ
な
目
的
に
使
う
こ
と
が
で
き
る
と
い

う
よ
さ
が
あ
る
。 

洋
室
は
、
そ
の
部
屋
で
何
を
す
る
か
が
は
っ
き
り
し
て
い
て
、
そ
の
た
め
に
使
い
や
す
く
つ

く
ら
れ
て
い
る
。 

次
に
、
部
屋
の
使
い
方
と
い
う
点
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
に
ど
ん
な
よ
さ
が
あ
る
か
考
え
て
み

る
。 

い
す
に
す
わ
っ
て
い
る
じ
ょ
う
た
い
か
ら
、
次
の
動
作
に
う
つ
る
の
が
か
ん
単
で
あ
る
こ
と

○も
、
い
す
の
よ
さ
で
あ
る
。 

洋
室
で
使
う
い
す
は
、
形
が
工
夫
さ
れ
て
い
る
の
で
、
長
時
間
同
じ
し
せ
い
で
す
わ
っ
て
い

て
も
、
つ
か
れ
が
少
な
く
て
す
む
（
よ
さ
が
あ
る
）
。 

人
と
人
と
の
間
か
く
が
自
由
に
変
え
ら
れ
る
の
○も
た
た
み
の
よ
さ
で
あ
る
。 

和
室
の
た
た
み
の
上
で
は
、
い
ろ
い
ろ
な
し
せ
い
を
と
る
こ
と
が
で
き
る
（
よ
さ
が
あ

る
）
。 

和
室
、洋
室
で
の
す
ご
し
方
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
ど
ん
な
よ
さ
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。 

和
室
で
は
、
た
た
み
の
上
に
直
接
座
り
、
洋
室
で
は
、
い
す
に
こ
し
か
け
て
座
る
の
が
ふ
つ

う
だ
。 

ま
ず
、そ
れ
ぞ
れ
の
部
屋
の
中
で
す
ご
す
と
き
の
こ
と
を
考
え
て
み
る
。 

和
室
と
洋
室
の
最
も
大
き
な
ち
が
い
は
、ゆ
か
の
仕
上
げ
方
と
そ
こ
に
置
か
れ
る
家
具
で

あ
り
、
こ
の
ち
が
い
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
部
屋
で
の
過
ご
し
方
や
部
屋
の
使
い
方
の
差
を
生

み
出
す
。 

こ
こ
で
は
、「
住
」
に
お
い
て
、
日
本
の
く
ら
し
の
中
で
「
和
」
と
「
洋
」
そ
れ
ぞ
れ
の
よ
さ
が

ど
の
よ
う
に
生
か
さ
れ
て
い
る
か
、考
え
て
み
る
。 

日
本
で
は
、
く
ら
し
の
基
本
で
あ
る
「
衣
食
住
」
の
ど
れ
に
も
、
「
和
」
と
「
洋
」
が
入
り
交

じ
っ
て
い
る
。 

目的に合わせて要約する 

「くらしの中の和と洋」 ４年１組 

違いとそれによるよさ 

 



３ 単元計画（全７時間） 

次 時 学習目標 学習活動 

第
一
次 

１ 
和と洋について、興味をもち、初発

の感想を書くことができる。 

〇 挿絵を分類する「仲間分けクイズ」を行い、教材文

に興味をもつ。 

〇 範読を聞き、内容の大体を知る。 

〇 和室と洋室のどちらが好きか、初発の感想を書く。 

第
二
次 

２ 
「和室」と「洋室」に着目し、文章を

まとまりに分けることができる。 

○ 感想を交流する。 

○ 「和室」と「洋室」が書かれている段落を見付ける。

（音読、色分け） 

○ 文章をまとまりに分ける。 

３ 文章の構成を捉えることができる。 

〇 問いと答え、接続詞に着目し、はじめ、中、終わりに

分ける。 

〇 中を２つのまとまりに分ける。 

〇 段落ごとに小見出しを付ける。 

４ 文章の内容を捉えることができる。 
〇 「和室」と「洋室」それぞれの 過ごし方、使い方のよ

さを要約し、表にまとめる。 

第
三
次 

 
５ 
 
 

生活と結び付けて、「和室」と「洋

室」それぞれのよさを生かす場面を考

えることができる。 

○ どのよさを生かせるか、経験が書かれたカードを表

に分類する。 

○ 自分の生活の中で、和室と洋室のよさを活用でき

る場面を挙げ、紹介文を書く。 

６ 
文章の中から選んだ部分の要約を

見直し、紹介文を書くことができる。 

〇 紹介したい生活経験に合わせて、要約を推敲する。 

〇 紹介文を完成させる。 

７ 

 

 

要約の仕方についてそれぞれの考

え方の違いに気付き、考えを広げるこ

とができる。 

〇 紹介文の生活経験の部分を読み上げ、文章のどこ

を選んだのか考え合う。 

〇 紹介文全文を読み合い、生活経験や要約の相違点

を見付け合う。 

 

４ 全力参加のための手立て 

 

 

 

 

 

分類 

内容ごとに段落を色分けしたり、表にまとめ

たりして、書かれている内容を整理する。 

 →文の構造理解 

クイズ、選択肢 

考えることや視点を焦点化し、楽しみながら

学習に参加する。  

→文の内容理解 

 

 

2組 

本時 

１組 

本時 



５ 本時の展開（全７時間中の第７時）１組 

本時の目標： 紹介文を読み比べる中で、要約の仕方についてそれぞれの考え方の違いに気付き、考えを広げる

ことができる。 

時間 学習活動 
・指導上の工夫  

・▲個別の支援 

評価規準 

（評価方法） 

導入 

１分 

１ 本時の流れを把握する。 

 

 

 

 

展開１ 

１５分 

 

 

 

２ 何色を選んだでしょうクイズをする。 

・出題者は、紹介文のうち「生活経験」の

部分を読む。 

・回答者はそれを聞き、出題者がどの部

屋のどのよさを選んだのか考え、一斉に

“部屋のよさ表”を指差す。 

 

出：私が暮らすなら～室が良いです。なぜ

ならば、私は遊ぶ部屋と勉強する部屋

が分かれていた方が、勉強に集中し

やすいからです。 

回：「部屋が分かれる」から、洋室だと思

う。  

回：「遊ぶと勉強する」それぞれ目的に合

わせるから、「洋室の使い方のよさ」だ

と思う。 

 

 

・グループの机上に、色分けした 

“部屋のよさ表”を置く。 

【共有化・視覚化】 

・“部屋のよさ表”には、第二次まで

に読み取った和室と洋室のよさを

書いておく 

 

・グループを変えて、複数回行う。 

 

友達の生活

経験や思い描

く将来を根拠

に、どの部分を

選んだのか考

えようとしてい

る。 

（記述・発言） 

 

 

 

考えたい 

 

 

 

伝えたい 

展開２ 

１５分 

 

 

 

３ 「要約」の部分を比べる。 

 

 

 

T：同じ色を選んだ人同士、要約の部分は

全て同じ？違う？どんな違いや工夫が

ある？ 

C：私は「食事をする…」の３つの例を「い

ろいろな」という言葉に置き換えた。 

C：僕は「テーブルや…」の４つの例をまと

めて「家具」という言葉に置き換えた。 

C：私は洋室を“使う”立場だから、「その

 

 

・同じ色を選んだ児童同士で２～３

人グループを組ませ、紹介文の要

約部分を読み比べる。 

【共有化・焦点化】 

【ゆさぶり発問】 

 

▲視覚的に捉えられるように、まな

ボードに原文を挟み、どのように

言葉を削り、それらをどのように

つないだのか書き込むようにす

る。 

 

 

 

 

 

 

紹介文を読

み比べる中で、

要約の仕方に

ついてそれぞ

れの考え方の

違いに気つき、

考えを広げよう

としている。 

（記述・発言） 

要約を比べて、ちがいを伝え合おう 

友達が何色を選んだのか、考えよう。 



 

６ 板書計画 

紹
介
文
比
べ
大
会 

①
友
達
が
何
色
を
選
ん
だ
の
か
、考
え
よ
う
。 

           

②
要
約
を
比
べ
て
、ち
が
い
を
伝
え
合
お
う
。 

       

③
単
元
全
体
の
振
り
返
り 

  
・紹
介
文
を
書
く
と
き
は…

 
・要
約
す
る
と
き
は
、ま
ず…

 

・～
す
る
と
よ
り
伝
わ
り
や
す
い
要
約
に
な
っ
た
。 

・自
分
と
要
約
の
仕
方
が
違
う
人
が
い
た
。そ
れ
は…

 

７ 授業観察の視点 

（１）本時のねらいが達成されていたか。そのための指導法が考えられていたか。 

（２）児童が全力参加する姿が見られていたか。 

（３）分かりやすく、考えを深めたり広げたりするために有効な発問であったか。 

ために～つくられて…」の部分は削っ

た。 

４ 比べて気付いた「要約の仕方の違い

や工夫」について共有する。 

 

▲それぞれが考えた生活経験をヒ

ントに、削ったり加えたりした部

分が違う理由を考えるようにす

る。 

 

 

伝えたい 

まとめ 

1２分 

５ 単元全体の学習を振り返る。 

 

T：単元全体を通して身に付いた力を確

かめましょう。 

C：紹介文を書くときは、自分の生活とつ

ながる部分を選んだ。 

C：要約するときは、まず中心文を決めて、

大事な言葉を付け足したり、いらない言

葉は削ったりした。 

C：文の言葉を違う言葉に言い換えたり、

短くまとめたりすると、より伝わりやすい

要約になった。 

C：選んだ部分が同じでも、理由にした生

活経験が違うと、要約文も違っていた。 

・「よさを紹介する文を書くのに、本

文を要約するのはなぜか」、「要

約はどのように行うのか」、「選ん

だ部分は同じでも、要約の仕方が

違っていたのはなぜか」などにつ

いて、振り返るようにする。 

 

〈
何
色
を
選
ん
だ
で
し
ょ
う
ク
イ
ズ
〉 

① 

出
題
者
は
、
紹
介
文
の
う
ち
「
私
が
過
ご
す
な
ら

〇
室
が
良
い
で
す
。
な
ぜ
な
ら
～
」
を
読
む
。 

② 

回
答
者
は
、
せ
ー
の
で
色
を
指
差
す
。 

③ 

出
題
者
が
正
解
発
表
。 

〈
同
じ
色
同
士
で
比
べ
タ
イ
ム
〉 

① 

ま
な
ボ
ー
ド
に
紹
介
文
を
は
さ
ん
で
、
読
み
比

べ
る
。 

② 

要
約
の
ち
が
い
を
探
す
。 

③ 

な
ぜ
違
う
の
か
考
え
る 

洋室　すごし方 和室　すごし方

洋室　使い方 和室　使い方

理由の部分をヒントに考える。 ③はチャレンジ！どうやって要約したのかで比べてみよう！ 


